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 群馬県の持続可能な社会経済の構築に向け、既成概念に囚われない自由な発想と 

 テクノロジーを組み合わせ、ぐんま発のイノベーションを創出 

 

 ・スマート農業推進による高品質生産   ・デジタルアート（ＮＦＴ）を活用した観光振興 

 ・災害レジリエンス強化（リアルタイムハザードマップシステムの構築等）   

  

高齢化社会に伴い医療費等の社会保障費が増加する中、医療・予防・介護・見守

りなど、人々の健康な暮らしを維持するためのサービスや、医療や介護サービス

の地域格差解消、従事者の負担軽減等に繋がるイノベーションを創出 
 

 ・過疎地域での遠隔医療、遠隔服薬指導サービス  ・ＡＩを活用した病気の早期発見 

 ・医療現場や福祉施設での自動走行搬送ロボット  ・ウェアラブルデバイスを活用した見守り 

人口減少や高齢化、過疎化により顕在化する移動弱者の解消、人の移動や交通を取

り巻く諸課題（事故・渋滞など）の解決、国際情勢の変化や有事にあっても機能を

維持できる強靱なサプライチェーンの構築等に繋がるイノベーションを創出 
 

 ・自動運転の実現に向けたインフラのスマート化  ・空飛ぶクルマの実証 

 ・ドローンを活用した生活用品の配送サービス   ・無人トラックによる最短自動搬送システム 

デジタル技術により創り出される仮想現実の世界。デジタル時代において新たな価値

を提供する顧客体験型サービスなど、群馬県の産業や観光、医療、教育などの分野の

高付加価値化に繋がるイノベーションを創出 
 

 ・デジタルツイン上でのドライブシミュレーション  ・工場における製造ラインの停滞予測 

 ・メタバース上でのまちあるき・購買体験      ・バーチャルホスピタル／クラスルーム 

  最最先先端端ソソリリュューーシショョンンのの実実証証・・事事業業化化＜＜イイメメーージジ＞＞  

  VVIIRRTTUUAALL  

  交交通通・・物物流流    

  医医療療・・ヘヘルルススケケアア  

  そそ  のの  他他  

未未来来へへのの投投資資に向け、様々な領域において、最最先先端端ののテテククノノロロジジーー、ＡＡＩＩ･･

ロロボボッットト等を活用したデデジジタタルルイイノノベベーーシショョンンをを加加速速させる 
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群　馬　県

新ぐんまチャレンジ支援金新ぐんまチャレンジ支援金
　群馬県では、コロナ禍において、ウクライナ侵攻による悪影響等を受ける県内
事業者の原油価格・物価高騰等に対応する前向きな取組みを後押しするため、支
援金を支給します。

１　支 給 対 象
　県内に本店又は主たる事業所を置く中小企業及び個人事業者であって、次の①～③のいずれにも
該当する者。
　①　�令和４年４月・５月の原材料費・燃料費等の仕入金額・経費が、令和元年～３年のいずれか

の同２ヶ月と比較して10%以上増加
　　　（主な経費の例：運送業→燃料費、飲食小売業→原材料費）
　②　�令和４年４月・５月の売上の合計が、令和元年～３年のいずれかの同２ヶ月と比較して10％

以上減少
　③　次に掲げるいずれかの対象事業を令和４年４月以降に実施すること

２　対 象 事 業
•省エネ対応機器・設備の導入など、原油価格・物価高騰を踏まえた取組み
　　　　（例）　○　事務所の照明をＬＥＤ化
　　　　　　　○　輸入小麦の商品を縮小し、県産米粉の商品に転換
　　　　　　　○　空調設備を省エネタイプに転換　など経費削減につながる取組み
•新たな商品・サービスの開発や販売方法の転換などの新規性のある取組み
　　　　（例）　○　新たにテイクアウト販売を開始
　　　　　　　○　スマホ対応のホームページやインターネット販売を開始
　　　　　　　○　オンライン形式でヨガ教室のサービスを開始　など売上増加につながる取組み
•新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けて行う取組み
　　　　（例）　○　キャッシュレスシステムの導入
　　　　　　　○　非接触型体温検知器を導入　など各業界団体のガイドラインに沿った取組み

３　支　給　額
•法人は40万円、個人事業者は20万円を上限に実費相当額を支給（１事業者１回のみ）
•支給額の下限は法人は20万円、個人事業者は10万円

４　申請方法等
•オンライン、郵送にて８月１日より申請受付開始
•詳細は、群馬県のホームページ（右記ＱＲコード）をご覧ください
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次頁
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